
学校支援課のネットいじめに係る取組みについて

◆啓発活動に関わる取組み◆II
○「かながわモード」の運営

｜

’

函

~~~.~~~~~.~~~~~~~~~~~~~~~~.~---~~.~~~~.~--~~~~~~~一~.~~~~･~~--~~~~~~~.~~..~~.~~~.~~...~...．~~~~~~~.~~．..~~...~~~~~~1
1《趣旨》
｜子どもや保護者へ携帯電話の正しい使い方等の指導。啓発資料を、携帯電話サイト｜
｜から発信することで､保護者による子どものケータイ使用へのコントロール(ペアレ｜
｜ントコントロール）を強め、児童・生徒が安全に安心して携帯電話を利用できる環境｜
｜をつくる。

｜また、携帯電話の危険性等を、携帯電話を通して認識できるようにするとともに、｜

|保護者や教職員向けに携帯電話を通して、指導｡啓発のための情報を発信している。_‐-....-.--.---_.‐-.----.----‐._‐-.-.-..--.-...-.--.---.--._‐-.----.---._..__.‐--.-.----.-...‐‐._---.--..--.-._._.‐-..------.‐‐-..-.-..-----.』

【有効性】

保護者、小学生、中学・高校生、教職員を対象とし、携帯電話の正しい使い方、

一般的なトラブルの対処法や困ったときの相談先などを掲載。

中学。高校生向けのページでは、実際に起こりうるトラブルの疑似体験ができる

コーナーを掲載。実際に携帯電話を操作しながら、危険性を学ぶことができる。

【課題と今後の方向性】

内閣府の調査によれば、高校生のスマートフオンの所有率は83．4％（子ども向け

スマートフオン含む）で前年度の55．9％から大幅に上昇している。（内閣府「平成

25年度青少年のインターネット利用環境実態調査」より）

現在、携帯電話利用に関するものが中心になっている内容を、スマートフォンの

利用率が上昇していることを受け、スマートフォンやインターネット（SNSトラ

ブル・ネットいじめ・ネット依存等）の内容にバージョンアップする方向で検討す

る．。

より有効性のあるものとするため、外部機関（企業・大学等）との連携を視野に

入れて検討することも考えられる。〃

剛｜『子どもとともに考えよう1携帯電話の安全･安心な利用について』

○企業協力による「携帯電話教室～正しい使い方といじめ予防～」

~~~~~...~.~~.~~.~~~~~~~~.~~~~~~~~.~~~.~~~---~--~~~-....~~~...~.~~~~~~~~．．.~~~~~~~~~~.~~~~~~~~~~...~.......~~~~~~~~~~11《趣旨》

｜児童・生徒、教職員及び保護者が携帯電話等の安全な使い方とマナーに関する理解｜
｜を深め、いじめなどのトラブルに巻き込まれないための情報モラルを身につけること｜
｜を目的に、企業の講師を学校に派遣する「携帯電話教室」を実施。
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【有効性】

CSR（企業の社会的責任）活動による教室ということもあり、企業が持つ最新

の情報を提供することができる。

【課題と今後の方向性】

今年度は、全県立学校に携帯電話教室を実施するよう通知し、協力を求めた結果、

ほとんどの学校で、携帯電話教室が実施されている。

今後は、保護者に対しても、スマートフォン・携帯電話等の安全な使い方やマナ

ー、子どもたちの使っているSNSやアプリに関する知識や問題点等への理解を深

めるための取組みも必要である。 一＝

保護者への啓発資料の配付

新入生の保護者向けに「ネットいじめ」に関する内容を掲載している啓発資料を配付。

｢寳需回『スマートフォン･携帯電話などの適切な利用について』
｢寳蒋画『いじめをしない、させない、ゆるさない』

I◆児童生徒主体竺聖墾壁全］◆児童･生徒主体の 菅童箇欺

ぐつ高校生と一緒に社会のルールを学ぼう～高校生による非行防止教室～ ’
~.~~~一~一~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~--~~~~~~~~~~~~~~~.~~.~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~...~~~~~~--~~~...~~~~~~~~1
1《趣旨》

｜高校生が講師となり、小学生や中学生と一緒に社会のルールやきまりを学び、その’
｜大切さに気付かせていく取組みで、高校生はもとより、小学生や中学生の社会規範や’
1コミュニケーション能力の向上を目的とする。
L・・ローーーーーロﾛ■一一一一，■■一一』■■一一一一一一一一一一・■・一』一一一一一一』■p一一!■■』－－4■D一一一一{■■一一一一一一一一一一一一一一一一・■D1－』－．一一一!■画一一一一一一一一一一一0口．一一一,一一一・口、－4－‘一一一‘一

【有効性】

教室の内容は、非行の入り口となっている万引き等や学校の中で問題となる暴力

やいじめ、インターネット上のトラブル等としている。

高校生、小･中学生、地域ボランティア、保護者、警察官等の関係者等、世代を超

えた交流が図られ、小・中学生は、社会のルールや決まりを守ることの大切さを学

ぶとともに、高校生との交流を通じ、高校生への憧れや将来への期待が高まる。

【課題と今後の方向性】

テーマは、いじめに限らず、広く社会のルールやきまりを学ぶことに目的をおい

ており、小･中学校からの要望や高等学校の希望に応じて設定されている。

今年度は、11月現在で、実施した高校24校の中、いじめをテーマとして実施し

たのは5校、サイバー教室（SNS上のトラブルを含む）をテーマとして4校が実

施している。今後も引き続き、いじめ、サイバー教室に関わるテーマの中で、ネッ‘

卜いじめに関わる内容を取り上げられるように働きかける。 〃＝



匿彊画 『平成25年度「高校生と一緒に社会のルールを学ぼう」～高校生による非行
防止教室の開催状況について～』

『高校生と一緒に社会のルールを学ぼう～高校生による非行防止教室』

（神奈川県ホームページより）

’ぐ 神奈川県「高校生による情報議会」の取組み
『-~..~ー.~---‐‐ー--‐‐~.‐‐ー‐.~~..~‐.~‐...‐‐‐.~~.‐ー.~~.‐‐‐~.~....‐‐~.‐‐･~‐‐~.‐‐‐‐‐~.‐‐‐‐‐~.‐‐‐..‐‐･~.~･~‐‐‐~..~.~‐‐‐‐‐‐‐...‐~.‐...ー~，

｜《趣旨》

I高校生が中心となって情報社会の様々な問題の解決に取り組むための「高校生によ’

｜る情報議会」を設置。子どもたちのSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サーピ｜
｜ス）利用などに関する研修資料を作成し、その資料を使って高校生が自ら教員向けのI

I1SNS研修講座を開催する｡(3百瀧寺迄）L--..--.---._‐‘--..--.-.__-.-.---.-.-.--.-.-.-.--.--.--.,---.-.-.--.....-...-....‘--..-..-.......--.-.-.-.-.-.-.-..-.--.....-....--.-.－--.----.--.-.-,-..--.-._．._._‘-.......--.-.

唖
剛

「「高校生による情報議会」委員募集！子どもたちが直面する情報社会の問

題に立ち向かう高校生集まれ！』

『「かながわハイスクール議会2014」の政策提言高校生による「情報議

会」を設置し、高校生が講師になって教職員向けSNS研修講座を実施』

L可

’ ’
○携帯電話及びパソコンにおけるインターネットの利用状況等に関するアンケート

・平成27年度に実施を予定している調査内容に、ネットいじめの項目を盛り込む形で

検討中

｢寳蒋可『携帯電話及びパソコンにおけるインターネットの利用状況等に関するアン
ケート調査結果（平成24年度実施）』抜粋

[
剛

翻

考◆
F夕

－

『児童・生徒のインターネット利用のトラブル対応について』抜粋

文教大学との連携による情報リテラシー教材（平成22～23年度実施事業）

『神奈川県立高P連会報（平成26年2月20日発行）』抜粋

◆調査関係◆
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神奈川県
教育委員会

簔蒸乏祭庚豆訪愛等勿示蒼切な籾籾曽誤読弾云域必爾基兼然腫筋目〈垢め＃ざ箒

近年、スマートフォン等の急速な普及により、スマートフォン・携帯電話等を通じたインターネッ

ト利用に伴うトラブルが多く起きています。その背景には、スマートフォン等の不適切な利用にとも

なう危険性を理解しないまま、使用していることがあります。

様々なトラブルに巻き込まれないようにするには、子どもたち一人ひとりがやって良いこと、悪い

ことを理解し、「悪いことはやらない」という気持ちを持つことやインターネット上に掲載する情報

には責任を持ち、相手の立場に立って利用することが大切です。

ご家庭でも、スマートフォン等にひそむ危険性について、お子様と一緒に話し合いながら、携帯電

話等を持つことの責任をお子様に自覚させてください。

|瀦薗饗灘雛蒙謎繊議鳶’ 圃臓闇 ロ f
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誹誇中傷や仲間はずしといっ

たネット上のいじめは、匿名性

や密室性等の特性から、外から

わかりづらく、誰でも被害者に

も加害者にもなる可能性があり

ます。
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中になってしまい．、睡

眠不足等の体調不良や

学力低下、生活習慣の

乱れを引き起こすよう

な状態の子どもが増え
ています。
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|蕊 蕊競灘燕謹議
コミュニティサイトや無料通信アプリ

を悪用した性犯罪に巻き込まれる事件

力《急増しています。

被害者は出会い系サイトでの被害の4

倍以上に上がっています。2010年度、

警察庁の調べでは、被害児童の約8割が

サイトの利用について保護者から注意を

受けていないということです。
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1｢平成25年上半期の出会い系サイト等に起因する事犯の現状と対策についてj蓋察庁；
＝_－．一一F
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店の食品の上に寝そべるなど

の悪ふざけをネット投稿するこ

とで、個人情報が公開され、ト

ラブルが多発しています。

書き込みは不特定多数の人が

見られるもので、一度個人情報

がネットに流れて拡散すると、

すべてを消すことはできませ

ん。

「無料」オンラインケー

ムで、アイテムが有料であ
ることに気づかず購入して

しまう、芸能情報サイト、

「無料」占いサイト等にア

クセスして、高額な料金を

請求されるトラブルが増え
ています。
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平成26年3月 ※それぞれの危険性の詳細については、裏面の「参考」をご覧ください。
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臆~子どもを加害者や被害者にしないために-”鰯
リ

‘I

＝ ヴ←

家庭で話をし､ﾙー ﾙを作りましょう1．1壱､ノメーーpHー章、ダレ〃し，u一Mー~三口、しノロ、一百．M

～ルール作りのポイント～
①子どもと話をして、スマートフオン等の利用に際しての危険性を確認しましょう。

②危険性を確認したうえで、ルール作りの必要性を伝えましょう。
③一方的なルールにならないよう、子どもと話し合いながら決めましょう。

④ルールを決めた後も、しっかり守られているか、話をして確認しましょう。

’夜○時を過ぎたら使わない。
食事中には使わない。
お風呂に持ち込まない。
他人を傷つけるような書き込みはしない。

名前や住所、メールアドレス等の個人情報を掲示板等に書き込まない。
困ったことや被害にあったら、保護者や先生に相談する。等

◇
◇
◇
◇
◇
◇

１
１

い～Q

、
八 F1

フィルタリングを活用しましょう！

※フィルタリング：子どもに見せることが好ましくない有害情報の閲覧を制限するサービス

スマートフオンは､1台でｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続する方法が2つあり､機種により､2種類のフィルターが必要になること
があります｡フィルタリング(有害ｻｲﾄアクセス制限)を設定することが､子どもを守るための最低限の防衛手段です。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
Ｂ

有雪毒届

回線

＞ 無害情報

[平成23年4月、神奈川県青少年保護育成条例の改正において、青少年の携帯電話は、やむを得ない理由がない限り、フィルタリン

を解除することができません。］

相談機関.参考サイトIロ 」

《誹誇中傷などの人権についての相談》

○子どもの人権110番O120－OO7－110

○みんなの人権110番（常設人権相談所）O570－OO3－110

《いじめについての相談》

○いじめ110番（教育相談センター）O466－81－8111

《請求トラブルに関する相談》

○消費者ホットラインO570－O64－370（身近な消費生活相談窓口につながります）
○かながわ中央消費生活センター．O45－311－Ogg9

《インターネットを使った犯罪に関係する相談》

○都道府県警察本部のサイバー犯罪相談窓口等一覧h廿p://www・npa､gojp/cyber/soudan・htm
※フィルタリングに関する問い合わせは、各携帯電話会社までお願いします。
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いじめは、獣な人ｵ冨曼害であり、決して許されることではありません。

いじめのサインは見えにくいものです。深刻刺犬況になってしまうまで、周囲

の人たち力篇づかないこともあります。

子どもと関わるすパての大人が、「いじめは決して許さない」という共通の意

識を持ち、家庭や地域、学校がそれそW/1の役割を果たし、子どもたちを守り、育

てましよう。

鍍 唾l当雌l叢零
一…票●どの学校にも、どの子どもにも起こりうる

9年間のいじめの追跡調査によれば｢仲間はずれ､無風陰口｣をされた経験があると答えた子どtjが9割

した鋤§あると答えた子どもが9割という結果が出ていますも誰もがいじめる側､いじめられる側になる可能性

があり室すも

●いじめ？いじめじゃない？

いじめと考えず､悪ふざけだと言ういじめもあります｡いじめにあたるかあたらないかは､いじめられた子ども

の立場に立って判断するものですも

また､自覚のないまま､面白がってあおったり､見て見ぬ振りを1-ﾉてしまうこと窓いじめを助長していることも

ありますも

●インターネット上のいじめ

携帯篭舌やｽﾏー ﾄﾌｵﾝを使って､ブログやSNS(ソーシャル･ネットワーキング･サービス)で悪口や討儲中

傷を書き込む､無料通信ｱブﾘを使ったやりとりの中でｸﾂﾚー プから仲間はずれにする､といったﾈｯﾄ上のいじ

めが増えていますもﾈｯﾄ上のため､周囲の人が気づかぬまま臓牝してしまうことがあります6

●犯罪行蕩にあたるいじめ
いじめは､その行為や態様によって､犯罪行為とじて取り扱われるものもありますも例えばブﾛﾚｽごっこの

強要､4突く､たたくといった行為は暴行罪につながります｡ｲﾝﾀーﾈｯﾄ上で実名をあげて中傷すれば､鬚譽
きそんぶじとく

穀損罪･侮辱罪につながります6

1
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…
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子どもと過ごす時間をつ＜る

幹が進ﾑﾉでも家族と過ごす時間はとても大切ですb家族で少しずつ調整して､食事の時間を合わせたり、
報の話や雄、将来について話す日調をつくりましょう。

◎子どもの様子にアンテナを張る

子どもの言葉や行動の些細な剰上が､非行との関わりの始まりやいじめの被害に悩んでいることなどの
サインであることがありますもまた、その変化の中に､将来､不登佼につながる問題の芽が含まれている

こともありま沈下の項目を参考にチェックしてみてくださbも

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ｐ
ｐ

Ｆ

’□□
□
ロ
ロ
ロ
ｐ
ｐ

ｒ
ｉ
に

1
1両なく、識噸ﾉ1

2朝奉ると嬬詫認汽直勧画登交し額,1

3稗丁可誠知りuいつ琶私j画ﾉ喝

4人目壷囲てくひとり司偲ﾉYこぶプっている

5…諏堂…とで鯉げ画ﾉ届

6差諏章…川罰蓉輌藏ピゴてくる

71死ごa,UなどI死｣I……鰭罰'1る

8ノhロー瘤ﾏｰﾄﾜｫﾆ電ﾉ1銅こじている

g巍函誇慎…｝の竜ごロこコノY直話した力麺ﾉ1

10…づ或司語録遅くなる日力&窪る

11…ｺプ力潅じび晨宅じても､壁を言づす誼ﾉ1誤ﾉY弱る

12服や》詞加汚hたり晦i藷'1たり|_ﾉている

13…識冒壺､U週′雷く雪むる

14買っ…“′Y…寺っている

15跡…とり､…唾人密軍醤露う

16気こ入認'に切筋垂物ご幸ったりする
ノノ

～子ども鰯瀝における表|言三葉訓],い料ﾗ動なと搬化を見逃さないでください～

◎子どもの変化に気付いたら・・・

子どもの変化に気付1/､たら､もしかするといじめを受けている､いじめをしているかもしれないと思ったら､子

どもとよく話をしてください｡子どもの思っていること､感じていることに耳を傾け､じっくりと聞いてあげてくださ

い。

ご心配がある場合には､遠慮なく学校や関係相談機関にご相談連絡してください｡早期に発見することが､い

じめ等を織り化することなく､子どものいのちや身体を守ることにつながりますも

◎子どもをいじめから守りましょう。

もし､子どもがいじめを受けていたら､いじめから守るという姿勢を子どもに示lﾉてください｡また､すぐに学校

に相談･通報するとともに､家庭や地或学校がともに協力しながら､子どもの安全と安心を確保し､いじめから守
り ましよう。『三宝｝

燕義
謡繍蕊子

‐‐‐

○いじめを積極的に認知します。

生徒との信頼関係の構築に努め､生徒が示すzj,さな到上や庖険信号を見〕進ないよう､アンテナを高く保つと

ともに､日常的にｱﾝｹー ﾄや面談を実施するなど､いじめを積極的に認知しますb

○学校がー丸となって取り組みます。
いじめ防止対策描筐法のもと､名学校ではいじめ防止勘方針を策定し翻計画的･組織勺にいじめの未然防

止から早期発見･早期対応に至るまで､学校が一丸となって取り組みますも
｡

○いじめに対して毅然とした対応を取ります。

ノ生徒の安心･安全､健全な人格の発達に配慮しつつ､いじめの状況に応じて

察との連携による措置も含め､いじめに対しては毅然とした対応を取りますも．
懲戒や梯りな指導のほか､警



？

資料④

王幻【）‐の

＜取組みで、高校生はもとより、小学生や中学生の社会規範やコミュニケーション能力の向上を目的としています。多
くの高校が様々な工夫を凝らしながら開催しており、参加した小学生や保護者の方々からも好評を得ています。

○平成25年度(平成26年3月現田の実施校数は県立高校22校市立2校私立5校です。

○開催場所は、小学校26校、中学校3校、学童・幼稚園等11箇所、その他4箇所です。

○本事業は、県教育委員会と県警察本部が連携して取り組んでおり、開催する高校については、開催まで警察本部
少年育成課・生活安全総務課生活安全サポート班・管轄警察署生活安全課（少年担当係）等が必要な指導・協力を
行っています。

○市立高等学校（市教育委員会経由）、私立高等学校（県私学振興課経由）についても、県教育委員会が事業実施
に際して協力しています。

○今後、実施を予定している高等学校も数校あります。さらにこれからも実施希望校を募っていきます。

NO 開催校
実施母

組織名

本

人数

､対象

学校名等 (学年等）
内容

参加者
概数

1 県立二俣川雷護福祉高等学校
文芸部
風紀委員等

20
横
ふ
兵市立中尾小学校
､あい警察展

5年生
来場者

かるた・パネル展示・紙芝
居

161

2 県立愛川高等学校 生徒会 20
愛川町立愛川中原中学校
愛川町立愛川中学校

中学1年生
サイバー教室・パワーポイ
ン卜と寸劇を交えて

230

3 私立立花学園高等学校 演劇同好会 96
南足柄『
山北町］
可立向田小学校
『＝俣ﾉ11単祐仙台林

全校牛徒 万引き防止紙芝居 2“3

4 横浜市立横浜商業高等学校 生徒会 8
憤浜巾巫用太出小字杖

横浜市立日枝小学校
全稜牛徒
3．4年生

万引き防止
を交えて

紙芝居と演劇
622

5 県立大磯高等学校 生徒会 9 大磯町立大磯小学校 2年生
万引き防止紙芝居と演劇
を交えて

150

6 私立横浜清風高等学校 インターアクト劃 10 横浜市立瀬戸ヶ谷小学校 4年生
白転皐盃晒

害に鉦彗星
正の裁乏盾琶雪

C

91

7 私立橘学苑高等学校 演劇部 12 学校法人橘学苑橘幼稚園 園児
｢公園の砂温で」と題した
錘彗星

83

8 県方生田東高等学校 JRC 14 川崎市方牛用東小学校
1

6年生 万引き防止紙芝居 ”

9 ，県立川崎高等学校 ボランティア部 20
浅田小学校わくわくブラザ
小田匠溪も文化センター

園児・児童
絵を見て考えよう・ピーガ
ル＜んやくそくかるた

80

10 横浜市立みなと総合高等学校 ボランティア部 3 山下町白浩会 児童等
パネル利用による非行防止
教室．

釦

11 県立足柄高等学校 放送部 16 I↑u四j劃辱子星言原字璽塚巨

保言"T

所他2所
児童

いじめを題材とした紙芝居
の実施

194

12 私立麻布大学悶厘廻野鋤互尊巍

“

柔道部等 9 淵野辺児童クラブ 児童
いじめ・暴力をテーマとし
た自作の非行防l卜教室

35

13 県立三浦臨海高等学校
、

声優部 17 三浦市立初声小学校 4年生
自転車澪防l卜をテーマとし
た紙芝居

85

14 県立川崎北高等学校 図雪雲員 10 川崎市立有馬小学校 1年生
絵を見て者えよう（クイ
ズ）

38

15 県立厚木高等学校 厚木中卒業生 5 厚木市立厚木中学校 1年生
パネルを利用しだサイパー
教室

270

16 県立大和東高等学校 希望者 15 大和市立大和東小学校 2年生
絵を見て者えよう（クイ
ズ）

72

17 県立厚木西高等学校 生徒会 14 厚木市立森の里小学校
●

6年生
いじめ・暴力をテーマとし
た非行瞳lr教室

“

18 県立相模原総合高等学校 演劇部 9 相模原市立大島小学校 5年生
暴力をテ
と寸劇

－マとし
1m

19 県立茅ヶ崎北陵高等学校 牛捧会 7 茅ヶ崎市立小出小学校 1．2年生 万引き防止紙芝居 127

20 私立鎌倉学園高等学校 インターアクト部 14 大船子どもの家 児童 万引き防止紙芝居 70

21． 県立舞岡高等学校 演劇部 22
横浜『
横浜『
可立南舞岡小学校
ﾖ立舞岡小学校

5．6年生
いじめ・暴力をテーマとし
た寸劇

150

22 県立大和南高等学校 有志 10 大和市立上和田小学校 2年生
万引き防止をテーマとした
寸劇

61

23 県立麻生高等学校 メディア研究部 11 川崎市立余程小学校 6年生
サイパー
た寸劇

犯罪をテーマとし
50

24 県立津久井浜高等学校 演劇部 8
グルーンハイツ冑少年活動推進の会
津久井膏少年塞動推進の会 児童等

いじめ・タバコ・お酒を
テーマとした寸劇

25

25 県立逗葉高等学校 演劇部 7 小坪浪の子学童クラブ ,児童
万引き防止をテーマとしだ
寸劇 ■■

30

26 県立上溝南高等学校 福祉委員会 71 ふじ第二保育園 園児
教室の中でをテーマとした
もの

420

27 県立新羽高等学校 演劇部 10 横浜市立新羽小学校 1年生
やっていいこと。わるいこ
とをテーマとした寸劇

87

28 県立橋本高等学校 演劇部 15 相模原市立当麻田小学校 1．2年生
万引き紙芝居と寸劇を交え
て

147

29 県立逗子高等学校 演劇部 5 りす子ども学童保育 児童
万引
寸劇
き防止をテーマとした

26

合計487名 合計約6107名
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ホーム＞教育･文化･スポーツ＞教育の安全･安心＞いじめ2暴力・不登校対策＞藺校生と一緒に社会のルールを学ぼう～高校生による非行防止教室～

擬箇掲載日：2012年1月11日

高校生と一緒に社会のルールを学ぼう～高校生によ
る非行防止教室～

高校生と一緒に社会のルール
を学ぼう～高校生による非行
防止教室～

懲霧蕊蕊｢高校生による非行防止教室」とは
－

垂Fz

、高校生が、近隣の小・中学校尋に赴き、r高校生と－緒に社会のルールを学ぼう」と題して非行防止教室を行っています。教

室では、神奈川県蓄察本部少年育成腺が作成した非行防止教室用紙芝居の内容（万引き、自転車盗、いじめ、圃力行為など）を

参考にパワーポイントや演劇簿を通じて、小・中学生の理解が深まるよう高校生がそれぞれ工夫しています。

国家職略特区

蕊霧蕊
に鵠溌ｱﾊ幾蕊毒｜この取組みは､神奈川県蓄察と連携して企画し､県内の高校に開{鎧呼びかは近隣の小．
中学校等で開催しています。

高校生が謂師となり、小学生や中学生と－緒に社会のルールやきまりを学びその大切さに気づかせていくことで、高校生はも

とより、小学生や中学生の社会規範やコミュニケーション能力の向上を目的としています。

紙芝居は、非行の入り口となっている万引きや自転車盗、学校の中で問題となる暴力やいじめをテーマにしており、「友達に

悪いことを誘われたときは、どうするべきか．」「相手はどのような気持ちになるか．」などを問いかけ､考えさせながら進め

ています。
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効果

この取組みは、高校生だけでなく、少年補導員、蓋察宮、教諭などが一緒に寸劇に参加するなどしている高校もあり、世

代を超えた交流が図られています。

また、小学生には「分かりやすかった。」「悪いことに誘われてもはっきり断る。」等と素直に心に響いており、教室終

了後は高校生とハイタッチをして交流するなど触れ合いがあり、見学した保腫者からは「大人が話をするよりも子どもにと

っては印象に残る。」「私琶話に引き込まれました．子どもとの良い鰭題ができた．」などと好評です．

実施した高校生からは「普段の演劇とは違いとても緊張したが、小学生の反応が良く安心した。」「小学生の真剣な表情

を見て、自分たちもしっかりしないといけないと思った。」「小学生の勉強というより、自分の勉強になった．」ばどと、

小学生だけでなく、取り組んだ高校生にとっても規範意識の醸成につながるとともに、貴重な社会体験になっています。
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このページに関するお問い合わせ先

教育局支援部学校支援謀

教育局支援部学校支援課へのお問い合わせフォーム

鮒p://WWW・prefkana貝awa・ip/Cnt/f370024／ 2015/01/06
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1情報議会委員の取組内容
SNSに関する研修資料の作成、教職員向け「SNS研修講座」の企画、実施
年度内に計5回程度、横浜市内又は藤沢市内で「情報議会」を開催予定
（ネット会議にする場合もあります）

2．対象及び定員県内の公立及び私立の高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に通う
生徒10名程度（応募多数の場合は抽選により選出）

3委員の任期委嘱日から平成27年3月31日まで

4応募方法学校を通して､次の申込みﾌｫーﾑより応募してくださし'､。
http://ww・pref､kanagawa・jp/cnt/f531404／

5募集期間平成26年10月28日（火）から平成26年11月14日（金）まで
6その他生徒が参加する際は原則として所属校の教職員の引率をお願いします。

1

1
1

問い合わせ先神奈川県教育委員会教育局指導部高校教育指導課電話(045)210-8260

建騨謹
監‘■：
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新しいツールを使いこなせないため
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SNS研修講座(試行）
平成26年12月26日、神奈川県高等学校教
科研究会情報部会の研究会で高校生によ
るSNS研修講座を実施する。
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SNSの適正利用ができるようになる。
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I調査の概要

1調査目的

児童。生徒の携帯電話・PHS（以下｢携帯電話等」という｡）やパソコンによるインター

ネットや電子メールなどの利用状況等について、実態を把握し、いじめの未然防止などに向

けた指導に役立てることを目的とします。

2実施主体

神奈川県教育委員会

3調査期間

平成24年1月から3月

4調査方法

質問紙によるアンケート調査

5調査の種類及び対象

（1）調査の種類

ア児童・生徒対象調査

イ学校対象調査

（2）調査対象，

小学校：県内公立小学校58校及び各校に在籍する4年生も6年生各1学級の児童．

※横浜市、川崎市、相模原市、横須賀市及び教育事務所毎に抽出学校数を割り

当て、県内全域の学校を調査対象とした。

中学校:県内公立中学校58校、中等教育学校前期課程2校及び各校に在籍する1～3年
生各学年1学級の生徒

※横浜市、川崎市、相模原市、横須賀市及び教育事務所毎に抽出学校数を割り

当て、県内全域の学校を調査対象とした。

高等学校：県立高等学校全日制課程50校、同定時制課程10校、市立高等学校3校及び各

校に在籍する1～3年生（定時制は4年生）各学年1学級の生徒

※県立高等学校については旧学区毎に抽出学校数を割り当て、県内全域の学

校を調査対象とした。

6標本数

（1）児童・生徒対象調査14,862人

［小学生3,180人、中学生5,442人、高校生6,.240人］

（2）学校抽出調査181校

［小学校58校、中学校60校（中等教育学校前期課程2校を含む)、高等学校63校］

｡

1
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(3)掲示板等に嫌なことを書き込まれた経験

掲示板やプロフ、ブログなど嫌なことを書き込まれたことについて、「よくある」「わりと

ある」を合計すると、小学生0.9%、中学生3.9%、高校生7.4%となった。

前回調査と比較すると、掲示板等に嫌なことを書き込まれたことのある児童・生徒は全体

的に減少しており、特に中学生でその傾向が顕著である。
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掲示板等にいやなことを書き込まれた経験
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＜平成20年調査との比較＞
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小学生(H20） 0.9％ 1.6％ 3.7％ 93.7％

小学生(H24） 0.4％ 0.5％ 3.1％ 96.0％

中学生(H20） 3.1％ 5.4％ 13.3％ 78..2％

中学生(H24） 7.9％ 88.3％1.7％ 2.2％
● ■■

■■

高校生(H20） 3.2％ 7.4％ 19.8％ 69.6％

高校生(H24） 4.1％ 16.2％ 76.4％3.3％
ロ ロ

(4)暴力的表現やいじめの電子メールの受信状況

暴力的表現やいじめと受けとれるメールの受信について、「よくある」「わりとある」を合

計すると、小学生1.8%、中学生3.6%、高校生5.7%であった。
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(5)暴力的表現のメールや嫌なことを書き込まれたときの主な相談先

メールやインターネット上のことで相談する場合､小学生では家族が主な相談相手であり、

小・中・高校と学年が進むにつれ、「友人」と回答する割合が増えている。教員や警察に相談

したのはわずかである。

’ ’
暴力的表現のメールの受信や嫌なことを書き込まれたときの相談先
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7自己情報の公開（新規）

小・中・高校と学年が進むにつれ、掲示板

やプロフ等を利用する生徒の割合が増えてい

る。

同様に、自分の氏名やメールアドレス等を

公開している生徒も増加しており、高校生で

は、その傾向が顕著である。

新たな友人を求めたり、仲間同士の．｡ミュ

ニケーシ.ヨンを図るツールとして利用されて

いるものと考えられる。

掲示板やプロフでの自己情報の公開
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8携帯電話等の使用についてのルールがある家庭（新規）

児童・生徒の携帯電話やパソコンな.どの

使用について、家庭でルールがあるかとい

う質問に対して、小学生男子58.6%、小学生

女子64.8%、中学生男子44.4%、中学生女子

54.6%、高校生男子24.9%､高校生女子26.6％

が「ある」と回答した。‘

高校生になると、携帯電話等の使用に関し

て、家庭が干渉しなくなる傾向が伺える。

携帯電話等使用のルールがある家庭
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＜平成20年調査との比較＞

’学校非公式ｻｲﾄの把握
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5学校における携帯電話等。パソコンでのメールや書き込み等による問題の発生状況

小学校34.5%、中学校83.3%､高校46.0%が「起った」と回答している。：

前回調査に比べ、「起こった」と回答した割合が、中学校でi6.7ポイント、高校で18.3ポイン

ト低下した。小学校では積極的な把握が進み、「起った｣、「起っていない」と回答した学校が共

に微増となった。

学校における携帯電話等･パソコンでのメールや書き込み等による問題の発生
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神奈川県大学発政策提案制度
学校非公式サイト対策のための知識共有と対策支援

第3章トラブル事例集

第1節事例について

インターネット関連のトラブル事例に関しては，各事例に応じた個別での対応が必

要となる．ここでは，相談が寄せられた事例に関しての調査および対応方法について紹

介し，同様の事例に対する知識共有を行うことを目的とする．

第2節事例1：校内でのいじめのインターネットへの波及調査
1

事例の概要

学校内において特定の児童・生徒の教科書が盗難に遭い，その後，燃やされた教科書が

発見されるといういじめが発覚した．いじめに遭った児童・生徒については，インター

ネット上でもトラブルが起っているという報告があったために,現状を確認する必要ｶミ

あるという事案が発生した．

結果
■

インターネット上において,被害生徒の個人名等が地域の話題を交換するための掲示板

に記載されているという被害を確認することができた．また，被害生徒がインターネッ

ﾄ上に複数のWebページを保有しており，これらを確認したところ，いじめの発覚後

も被害生徒は友人との交流があり，いじめがインターネッド上に拡がってはいないと判

断できた．しかしj被害生徒や友人を含むWebページから多くの学校関係者の個人情

報(氏名や写真等）を確認することが可能であり，被害生徒がインターネット上でいじ

めの具体的な内容を記載していた．さらに，被害生徒は，喫煙等の問題行動を思わせる

内容が掲載されていたことから，インターネット上でのトラブル拡散を防ぐために,被
▲■

害生徒および友人関係における個人情報や問題行動についての掲載内容を自主的に削

除するよう指導するとともに,掲載された問題行動に対する指導を行うことが望ましい

と考えられた．

関連知識（特定の児童・生徒の現状把握）

特定の児童・生徒のインターネット上の現状把握では，プロフィールサイト，リアルタ

イム，SNSでの情報収集が有効である．本件についてもリアルタイムによる被害生徒

の友人関係や被害状況の確認が可能であった点や学校関係者の個人情報についての掲

載も確認することができた．
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蕊
第
団
回
高
Ｐ
連
県
大
会
は
、
会

場
を
昨
年
の
県
立
音
楽
堂
か
ら
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
移
し
て
ｎ
月
鉛

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
安
達
秀
子
会
長

の
挨
拶
の
の
ち
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
代

理
と
し
て
教
育
局
長
安
西
保
行

様
、
校
長
会
会
長
荒
木
高
司
様
、

（
一
財
）
県
立
高
等
学
校
安
全
振

興
会
理
事
長
相
馬
孝
雄
様
に
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

一
Ｂ
隣
捧
即
ｏ
１
ｑ
ｇ
禰
同
８
．
画
‐
囚
四
勺
巧
宅
ｑ
唾
ご
畦
四
回
■
■
■
■
■
■
■
■
沮
町
畑
宙
晒
屈
Ｈ
側
聞

更
に
、
遥
々
青
森
よ
り
ご
参
加

い
た
だ
い
た
全
国
高
Ｐ
連
会
長
相

川
順
子
様
か
ら
本
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

取
り
組
み
に
お
褒
め
の
言
葉
も
含

め
た
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

一一 一

簔蕊驫鐘表
彰
式
で
は
、
昨
年
度
ま
で
高

Ｐ
連
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
昨
年
度

ま
で
二
年
間
県
高
Ｐ
連
会
長
を
務

め
ら
れ
た
柳
川
秀
史
様
が
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

…

琴

~

涛
箪
萬
詮
↑
諒
謬

蕊
｡

雷、

全

‐

… 窪

講
演
は
永
年
に
渡
り
精
神
科
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
や
ら
れ
て
い

る
ヴ
ィ
ヒ
ャ
ル
ト
千
佳
こ
先
生
の

「
ま
だ
間
に
合
う
、
親
と
し
て
で

き
る
こ
と
～
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
～
」
で
し
た
。

小
柄
な
先
生
と
は
思
え
な
い
大

き
く
歯
切
れ
の
良
い
口
調
で
、
思

春
期
の
多
感
な
子
供
を
持
つ
我
々

に
多
く
の
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

思
春
期
に
っ
‐
い
て
は
、
多
少
の

個
人
差
は
あ
る
も
の
の
み
ん
な
共

通
に
経
験
し
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
終
わ
り
大
人
に
な
っ
て
い
く

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
差

は
相
当
激
し
く
思
春
期
を
迎
え
る

ま
で
の
〃
育
ち
方
″
の
収
支
決
算

を
行
う
時
期
が
そ
れ
に
当
た
る
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
特
に

乳
幼
児
期
に
は
、
養
育
者
（
男
女
、

祖
父
母
問
わ
ず
）
の
〃
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
″
が
最
も
必
要
だ
そ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
触
ら
れ
れ
ば
触
ら

れ
る
ほ
ど
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
と

い
う
物
質
の
分
泌
が
増
え
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
セ
ロ

ト
ニ
ン
．
が
う
つ
病
や
パ
ニ
ッ
ク
障

害
等
の
防
止
に
役
立
つ
こ
と
を
知

り
、
今
後
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ

う
？
〃
孫
″
は
、
子
供
た
ち
に
な

ん
と
何
と
言
わ
れ
よ
う
が
一
生
懸

命
触
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
環
境
や
感
覚
を
共

有
す
る
こ
と
（
共
有
感
を
持
つ
こ

と
）
は
家
族
の
み
な
ら
ず
今
後
子

供
た
ち
（
我
々
保
護
者
も
）
が
社

会
を
生
き
抜
い
て
行
く
た
め
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
時
間
の
講
演
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
質
問
も
数
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

先
生
は
神
奈
川
県
を
中
心
に
講

演
活
動
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
再
会
の
機
会
が
楽
し
み
な

講
演
で
し
た
。

1 高P連会報第122号

雛I菊11県迩
._｡一一唾ﾑｭｰ内



｡

懲
露
か
慈
瀞
わ
教
育
ビ
ジ
蕊
ン
の
擢
遥
懲
鐙
～

県
教
育
委
員
会
で
は
、
明
日
の
か
な
が
わ
を
胆
う
人
づ
く
り
を
筐
め

難
民
の
皆
さ
ん
と
２
年
間
の
教
育
論
議
な
ど

を
行
い
、
平
成
四
年
８
月
に
策
定
し
た
「
か
な

が
わ
教
育
ピ
ジ
ョ
こ
は
、
策
定
か
ら
５
年
以

上
が
経
過
し
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
室
え
て
、

今
後
の
展
開
や
取
組
み
に
つ
い
て
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
も
、
県
災

の
帯
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
、

今
後
の
生
徒
数
の
減
少
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、

県
立
高
校
の
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
、
県
立
商

校
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

染
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
て
、

県
立
高
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
、

風

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
一
層
快
適
な

ま
な
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
御
支
ｌ

援
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
の
方
法
等
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
雲

ご
覧
く
だ
さ
い
。

や

【
問
い
合
わ
竺
ぴ

県
教
育
委
員
会
財
務
課

な一家

電
橋
０
４
５
１
２
１
０
１
８
１
０
５
１

蝶
で
は
、
国
際
化
・
情
報
化
が
進
展
す
る
社

会
や
、
平
成
お
年
度
の
入
学
生
か
ら
年
次
進
行

で
実
施
さ
れ
る
新
し
い
学
習
指
導
要
領
な
ど
、

県
立
高
校
を
取
り
巻
く
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
平
成
露
年
３
月
に
公
表
し
た
「
こ

れ
か
ら
の
県
立
高
校
の
あ
り
方
」
で
示
し
た
方

向
性
に
基
づ
き
、
専
門
高
校
の
学
科
改
編
な
ど
、

新
た
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
教
育
の
推
進
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
妬
年

４
月
に
は
多
部
制
定
時
制
満
校
と
し
て
横
浜
明

朋
高
等
学
校
が
開
校
し
ま
す
．

ま
た
、
次
代
を
担
う
高
校
生
が
国
際
社
会
で

生
き
て
い
く
た
め
に
、
す
べ
て
の
県
立
高
校
に

お
い
て
実
賎
的
な
英
嬬
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
生

徒
が
日
本
史
を
学
び
、
我
が
国
や
本
県
の
歴
史
．

伝
統
・
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
取
想
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
確
か
な
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

組
織
的
・
計
伽
的
な
授
業
改
稗
を
進
め
て
「
生

徒
が
主
体
的
に
取
り
訊
め
る
授
業
」
や
「
わ
か
る

授
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
紐
み

を
通
じ
て
県
立
高
校
の
教
育
力
の
向
上
に
努

め
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
県
の
子
ど
も
の
体
力
は
、
全
国
と
比
較
す

る
と
、
平
均
価
を
下
側
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
体
力
は
生
活
習
慣
と
の
関
わ
り
も

深
い
こ
と
か
ら
、
本
雌
で
は
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
に
よ
る
体
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
し
っ
か
り
朝
食
、
た
の
し
く
運
動
、

テ
レ
ビ
は
ひ
か
え
て
、
ゆ
っ
く
り
睡
眠
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
小
・
中
学
生
及
び

高
校
生
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も

の
体
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
皆
ざ
ん
も
ご
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
に
向
け
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

明
日
の
か
な
が
わ
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が
施

行
さ
れ
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
、
い

じ
め
の
防
止
に
取
り
謹
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
じ
め
は
人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ

り
、
ど
の
学
校
で
も
、
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ

り
得
る
問
題
で
す
○
誰
も
が
い
じ
め
ら
れ
る
．

い
じ
め
る
側
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

一
た
、
い
じ
め
を
あ
お
っ
た
り
、
凡
て
み
ぬ
振
り

を
し
た
り
し
て
、
い
じ
め
を
助
踵
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
い
じ

め
で
は
、
掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
誹
誇
中
傷
な

ど
、
本
人
の
自
覚
の
な
い
う
ち
に
深
刻
な
状
況
↑

に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に

‐
‐
は
、
家
庭
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
、
家
庭
で
‐

本
年
８
月
、
高
校
生
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
る
平
成
配
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
、
南
関
束
４
都

県
（
東
京
、
千
葉
、
神
奈
川
、
山
梨
）
を
舞
台

ｏ
垂
９

に
開
催
き
れ
ま
す
。

本
県
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

剣
道
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
登
山
、
ボ
ク
シ

風

ン
グ
、
ヨ
ッ
ト
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
８

競
技
が
７
市
町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
教
育
活
動
の
一
環
ｌ

と
し
て
側
催
き
れ
る
大
会
で
あ
り
、
主

騨
灘
蝦
誰
灘
糯
眺
難
癖

で
き
る
大
会
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
東

詳
し
く
は
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
率

を
ご
寛
ぐ
だ
き
い
・

凪
典
蝶
礫
灘
繍
辮
縄
蝿
瀧
鐙
繍
鋤
ぎ
り

‐
は
、
子
ど
も
と
獄
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
ざ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
家
庭
で
の
使
用
ル
ー
ル

を
決
め
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
や

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
安
全
対
策
の
徹
底
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
様
子
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と

き
に
は
学
校
に
机
淡
し
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
子
ど
も
を
守
り
、

信
て
ま
し
よ
う
。

県
で
は
、
健
康
で
明
る
く
豊

霧

か
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
１
日
釦
分
、
週
３
回
、
・

３
ヶ
月
間
継
読
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
行
い
、
く
ら
し
の
一
部
と
し
て
習
慣

化
す
る
「
３
０
３
３
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
少
し
の
工
夫
と
少
し
の
時
間

風

で
無
理
な
く
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け

る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
に
運
動
を

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
．
参
歩
き
を
や
ｌ

る
気
に
！
。
〃
事
務
所
を
ジ
ム
に
！
。
忙

詠
羨
雛
菫
錘
慧

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
等
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
℃
串

愛
校
で
も
、
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
印
．

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
を
！…

神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い

じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
や
お
問

い
合
わ
せ
に
応
じ
て
い
ま
す
や

戸

一
「
い
じ
め
１
１
０
番
（
電
話
相
談
ご
電
話
０
４

－
６
６
１
鉦
１
８
１
１
１
型
時
間
３
６
５
日
受
付

一
「
不
登
校
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）
」
電
話

－
０
４
６
６
１
副
１
０
１
８
５
月
噸
～
金
曜

－
８
”
釦
～
勿
学
叩
土
・
日
・
祝
休
日
は
８
恥

一
釦
～
Ⅳ
配
巧
（
廻
／
調
～
１
／
３
を
除
く
）

隠

》
‐
平
成
廻
年
度
よ
り
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ー
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
タ
ッ
プ
が
、
環
境
、
福
祉
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
公
募
で
集
ま
っ
た
記
入
の
ス

ー
か
れ
、
県
下
の
高
校
生
が
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン

壷
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

一
醗
平
成
塞
年
度
活
鋤
発
蒙
会
の
ご
案
内

一
（
日
時
”
３
月
２
日
（
日
）
喝
や
釦
～
遍
率
釦

一
会
場
串
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
５
階
）

一
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
．
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ベ
ー

ー
》
ン
三
言
謹
必
乏
三
三
三
四
コ
異
．
頁
里
詩
四
コ
四
ｍ
ｍ
三
酔
宕

一
云
‐
ご
ｏ
一
『
宍
‐
室
ｏ
－
Ｌ
ｏ
ｐ
●
三
ヨ

ー
③
問
合
せ
／
県
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
（
か

一
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
５
階
）

》
電
話
０
４
５
（
３
１
２
）
１
１
２
１
内
線
２
５
０
６

１
県
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
日
で
あ
る
「
毎
月
第
１
日
曜
日
」
を
「
フ
ァ

ー
ミ
リ
ー
読
書
の
日
」
と
位
樅
づ
け
、
本
を
介
し

》
て
の
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し

》
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
親
子
で
一
新
に
本
を
読

み
、
感
想
や
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
は
、
子
ど
も

《
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
つ

．
な
が
り
、
子
ど
も
自
身
が
ｎ
分
の
考
え
を
形
成

一
す
る
よ
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
「
フ
ァ

ー
ミ
リ
ー
読
書
」
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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